








「戦争とメディアプロジェクト」
（吉見俊哉教授）ワークショップ開催
情報学環「戦争とメディアプロジェク

ト」では、村上由見子客員教授のコーデ
ィネートにより、2004年11月2日に
映像作家リナ・ホシノさんをお迎えし、
ビデオ作品「Caught in Between」を
上映、作家自身と対話するワークショッ
プを実施した。このビデオ作品は、9・
11以降、アメリカ在住のイスラム系住
民を襲った悲劇に、かつて同様の体験を
した日系アメリカ人が連帯感を寄せ、二
者が交流していく過程を記録したドキュ
メンタリー。マスメディアが報道しない
日系アメリカ人とイスラム系市民の交流
を描きつつ、日系人強制収容所の記憶や
今日のアメリカにおけるマイノリティに
対する迫害、市民的連帯の可能性、その
なかでの映像作家のポジションなどにつ
いての問題提起がなされている。ワーク
ショップには約50人余りが参加し、映
像と政治、日系人強制収容所の記憶を圧
殺しようとする近年のアメリカのネオ・
ナショナリズム、小さな映像制作に対す
る市民的なサポートなどについて活発な
議論がなされた。

「笑と大学」シンポジウム
2004年10月21日駒場キャンパス

900番教室にて、映画「笑の大学」に
関する情報学環主催のシンポジウムが開
催された。映画上映後のディスカッショ
ンでは、石田英敬教授の進行のもと、こ
の映画の脚本を書いた三谷幸喜氏、監督
の星譲氏が登壇。両氏は、参加者の「笑
い」に関する質問に冗談を交えて答えて
いた。人気脚本家の登場とあって、会場
は満席、黄色い声に花束持参の学生もい
たほどだった。

教育部研究生合宿報告
教育部研究生合宿は、学環教育部の研
究生が、毎年１回、自主的に企画・実施
する、自主学習（4単位）の成果の発表
を行うためのもの。2004年は、10月
9日（土）～11日（月）の3日間、前年
と同じく、河口湖の旅館松屋にて行われ、
約40名の教育部研究生が参加し、6班
（アート班、広告班、活字班、ビジネス
班、ラジオ班、報道班）に分かれて、そ
れぞれ自主学習の成果を発表した。各班
の発表は、参加した3名の教員（須藤修
教授、岡崎毅助教授、玄武岩助手）にと
っても、内容的に興味深く、意義深いも
のだったが、それだけでなく、それぞれ
独自の工夫により、聴衆を発表に巻き込
む参加型の発表となっており、厭きさせ
ない内容だった。

コンテンツ創造科学産学連携教
育プログラムはじまる

2004年10月13日より、コンテンツ
創造科学産学連携教育プログラムが開始
された。このプログラムは、近年注目を
浴びているコンテンツ分野（アニメ、ゲ
ーム、映画等）において、国際的視野を
持って戦略を立てることができるプロデ
ューサーおよび技術開発者の育成を目標
とした大学院レベルの副教育プログラム
である。履修生の中には、本学の大学院
生以外にも、意欲のある学部生や既にコ
ンテンツ分野で活躍している社会人が含
まれている。カリキュラム内容として特
記すべき点は、基盤技術に関する基礎的
な講義以外に、コンテンツ分野の日本の
最前線で活躍する実務者（映画監督、プ
ロデューサー等）によって行われる実践
的な講義やインターンシップが含まれて
いること。次年度(平成17年度)の選抜
試験は2005年3月に実施する予定。

姜尚中教授帰国報告
「ライプチヒ大学での半年間」

2004年4月から9月一杯まで、わた
しはライプチヒ大学のライプニッツ特別
教授職に就き、高等研究所と日本研究所
で教鞭を執ることになった。高等研究所
では、主に敗戦直後の日本を、米国の占

領統治や極東政策、さらに朝鮮半島の分
断の歴史的経緯などを交えて紹介し、一
国単位で縦割りになりがちなアジア地域
研究に新たな視点を提示しようと試み
た。そこには戦後の日本を戦後ドイツと
比較してももらいたいという意図があっ
たことは言うまでもない。熱心な学生達
との論議は、わたしにとっても刺激的で
あった。また印象に残っているのは、ラ
イプニッツ特別教授就任のための記念講
演である。風格のある壮麗な大図書館の
ホールで二百人余りの聴衆を相手にスピ
ーチをすることにいささか緊張したが、
反響は上々だったように思う。大学のガ
ゼットに人物紹介ともにスピーチの内容
も掲載され、それなりの成果があったよ
うだ。貴重な半年間だった。（姜尚中）

第15回　学環講話会報告
2004年11月24日に開催した学環講

話会第15回目は、オーボエ奏者の宮本
文昭氏をお招きした。テーマは、「形な
いものを人に伝える仕事」。佐倉統助教
授が進行役をつとめ、宮本氏がオーボエ
を勉強するに至った経緯、ドイツ留学を
していたときの生活ぶり、そこで学び、
考えたこと、今後のことについてなどに
ついてお話をうかがった。最後にはオー
ボエの演奏もあり、参加者は、間近に響
く澄んだ音色にうっとりしていた。

学際情報学府制作展
【iii exhibition 2】
学際理数情報学研究法IIIの履修生を中
心に企画された制作展【iii exhibition 2】
が、2004年12月10日～12日の3日
間、東京大学工学部2号館展示室などで
開催された。2回目となる今回は、メデ
ィア・アートを中心に、映像作品やイン
スタレーション等14作品が展示され、
学生教職員はもとより、一般の方にも広
くご来場いただいた。展示は会場内だけ
でなく、農学部構内にあるインテリジェ
ントモデリングラボラトリー、工学部8
号館ピロティや今秋より開設された「コ
ミュニケーションセンター」内でも行わ
れ、東京大学を文字通り横断した展示に
なった。

メルプロジェクトからのお知らせ
■公開研究会
１月22日（土）
テーマ：
「市民メディアとデジタル・テクノロジー」
登壇者：
アスケ・ダム氏／ノルウェイで活動する
メディア・アーティスト、メディア・プロ
デューサー
3月19日（土）
テーマ：
「メルプロジェクトの来し方行く末」
両日とも／
場所：学環暫定アネックス2F会議室
時間：午後3時～6時

■民放連セミナー／メルプロジェクト・
シンポジウム
2月18日（金）
対話ワークショップセミナー：第二期民
放連プロジェクト成果報告会
2月19日（土）～20日（日）
メルプロジェクト・シンポジウム2005
場所：東京国際フォーラム
※詳しくはhttp://mell.jp/を参照。
問い合せ先：水越伸助教授
shin@iii.u-tokyo.ac.jp

人事異動
＜採用＞
12／1 金　相美　助手

＜21世紀COE特任教員＞
11／1 添野　勉　特任助手
11／1 山本拓司　特任助手
12／1 関谷直也　特任助手

＜教育部教員＞
10／１　猪股　征　非常勤講師
10／１　堀江　洪　非常勤講師
10／１ 長尾龍人　非常勤講師
10／１ 青木貞茂　非常勤講師
10／１ 萩野正昭　非常勤講師

＜寄付講座教員（非常勤）＞
11／１　中原　淳　客員教員（助手）

＜配置換＞
9／30 平石　界　助手

＜辞職＞
9／30 坂田邦子　助手

「工学基礎　ラプラス変換とｚ変換」
原島博・堀洋一共著／数理工学社

30年近く前の若き助教授時代に作成した講
義プリントをベースとし、学環長時代に楽しみ
ながら大幅に加筆して、このほどようやく刊行
の運びになった数学の教科書。（原島）

「デジタル・ツナガリ」
原田泉、土屋大洋、C&C振興財団編著／NTT出版
第5章「『情報化後発国』を支えるインターネット・コミュニティ」
野口智子（D2田中明彦研）著
ネットにまつわるコミュニティに焦点をあてた編著で、情報倫理・
インテリジェンス・デジタルデバイドなどのさまざまな論点を取り
上げています。第5章で開発途上国についての論考を書かせていただ
きました。（野口）

教育部研究生募集
社会情報、マス・コミュニケーション、

ジャーナリズム、学際情報の分野に関心
のある人が対象。

＜募集定員＞50名
＜出願期間＞2005年１月31日～2月4日
＜選抜方法＞一次筆記 2005年2月16日

二次面接 2005年3月 1日
詳細は、
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/

をご参照ください。




